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本研究の目的は、高齢者デイケアにおけるリスクマネジメントの視点を明らかにすることである。施設管理者への面

接調査、施設内の参加観察によって得られた内容をもとにKJ法の手法を参考に分析した。その結果［日々異なる人的

環境］［家族とスタッフの認識のずれ］［利用者に関する情報の分断］［多様な利用者］［利用者の健康状態の変化］［利

用者にとって普段どおりの生活かつ楽しみの場］［利用者数の維持］［スタッフのモチベーション］の８つの視点が得ら

れた。さらにマネジメントの方向に注目し《利用者１人１人への注目》《利用者が過ごす環境の調整》《利用者を取り

巻く人々の連携》《施設ケアの保証》の４つの方向が明らかになった。これらは対立し、複雑に絡み合っているという

特徴があった。リスクマネジメントのあり方として、対立や絡み合いを調和し、利用者と取り巻く環境をトータルにと

らえることが必要であると示唆された。
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１．はじめに

我が国においては、人口の急速な高齢化が進み、高齢

期は誰もが迎える時代となっており、高齢者となってか

らの人生も長い。その長い高齢期をどのように過ごすの

か、個人にとっても社会にとっても大きな課題となって

いる。このような時代背景を踏まえて、2003年には厚

生労働省老健局の私的研究会によってこれから求められ

る高齢者介護の姿を描いた高齢者介護研究会報告書

「2015年の高齢者介護」1)が出された。その中では、こ

れからの高齢社会において｢高齢者が尊厳をもって暮ら

すこと｣を確保することが最も重要であり、高齢者に介

護が必要になってもその人らしい生活を自分の意思で送

ることを可能とすること、尊厳を支える介護の実現を基

本に据えることが示された。そのために要介護状態の高

齢者が住みなれた地域で暮らし続けられること、それに

向けた地域づくりに焦点が当てられている。

要介護状態の高齢者を在宅で支えるサービス形態とし

て訪問ケアとデイケアがある。認知症をもつ高齢者の介

護においては、介護家族のレスパイトケアとしての機能

や認知症をもつ高齢者の身体機能の維持や認知症症状の

改善に貢献することが期待されており、介護家族の通所

ケアに対するニーズが高いことが言われている2)。

リスクマネジメントは組織活動に及ぼすリスクを最小

にするための管理であり、病院においては事故対策とし

て取り上げられている。しかし、高齢者デイケアは、利

用者にとって生活の場の一部であり、安全だけが問題に

なるわけではない。したがって、本研究で検討するリス

クマネジメントは、単に事故への対策というのではなく、

現場をシステム的、予防的に管理することでリスクに対

処し、利用者が人間らしく生きること、生活の質の向上

を支えるものであり、ケアの質の向上によって支えられ

るものである。生活の場のリスクマネジメントについて、

野口ら3)は、老人ケアの理念からみて事故防止だけでは

不十分であり、人間らしく生きること、生活の質の向上

も必要である、そのためにケアの質の向上が欠かせない、

と述べている。このような考え方はデイケアにおいても

同様である。

高齢者デイケアにおけるケアについて検討した報告4)

においては、リスクマネジメントに関して高齢者の安全

を守るという視点から事故予防、事故への対処という視

点で述べられた文献は散見されるが、本研究でとらえる

ようなリスクマネジメントの視点に言及している文献は

見られていない。また検討された文献は実践報告が多く

研究報告は少ない状況である。

デイケアは、高齢者の日常生活圏域を基本としたサー

ビス体系としての役割、さらにその機能の多様化が求め

られている。その中でリスクマネジメントのあり方を確

立することは、利用者にとって安心して利用できるケア

提供につながると考える。

２．研究目的

本研究の目的は、高齢者デイケアにおけるリスクマネ

ジメントの視点を明らかにし、リスクマネジメントのあ

り方を検討することである。

３．用語の定義

〈デイケア〉

介護保険制度では、デイケアというと通所リハビリテ

ーションのことをさすが、他にも様々な名称の通所での

ケアサービスが存在する。本研究においては、デイケア

に関する先行研究2)で用いられている定義を参考にして

「デイケア」をサービスの提供内容ではなく、日中に施

設に集まり、夕方家に帰宅するというケア形態に注目し、

総じてデイケアという用語を用いる。

〈リスクマネジメント〉

単に事故への対策というのではなく、現場をシステム

的、予防的に管理することでリスクに対処し、利用者が

人間らしく生きること、生活の質の向上を支えるもので

あり、ケアの質の向上によって支えられるものであると

とらえる。

４．研究方法

１）データ収集

研究承諾の得られたS県内の老人保健施設併設の１通

所部門において実施した。この施設においては、介護保

険における通所リハビリテーションの利用者と通所サー

ビスの利用者の両方が混在していた。

(1)調査票による実態調査

通所部門に所属するすべてのスタッフを対象に、リス

クマネジメントや事故に対する意識について質問した。

設問ごとに「とても当てはまる」から「全く当てはまら

ない」までの４段階尺度で、施設内の調査票回収用のボ

ックスを設置し、無記名で回答を依頼した。また、施設

における事故の実態を把握するために、対象施設の「ひ

やりはっと報告」の調査日から過去３ヶ月分の報告を提

出してもらい、事故の実態を調査した。
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(2)施設管理者への面接調査

施設の概要および事故の実態、リスクマネジメントの

実態について管理者に半構成的に約１時間の面接調査を

行った。面接調査の内容は、調査対象者の許可を得て録

音し、逐語録とした。

(3)施設内における参加観察

研究者が施設内でのケアや利用者の過ごし方、行動に

注目した２日間の参加観察を行った。研究者は直接施設

内のケアに関わらず、利用者の様子やケアの様子の観察

を行い、フィールドノートに詳細に記録した。また、適

宜施設スタッフに施設内の状況について話を聞き、その

内容も記録した。

調査期間：平成16年７月～８月下旬

２）分　析

(1)対象施設の実態について

調査票に記載された内容から、事故発生の実態とスタ

ッフの概要、スタッフの意識の概要を整理した。

(2)リスクマネジメントの視点について

管理者への面接調査の逐語録と参加観察記録をもとに、

KJ法の手法を参考に以下の手順で分析を行った。

①参加観察記録とインタビューの逐語録をよく読み、参

加観察の状況を思い出しながら、リスクマネジメント

に関係する事柄をできるだけ広く取り出し、状況を的

確に表現するようにかつ、１つのラベルがただ１つの

意味をもつようにラベルを作成した。

②作成したラベルを広げ、類似したものをグループ編成

し、そのまとまりを最もよく示す言葉で表札をつけた。

③さらにそのラベルの意味を読み取り、類似しているも

のをまとめ表札をつける作業を繰り返した。

３）倫理的配慮

研究を依頼するにあたって、施設管理者に文書と口頭

で説明依頼し、同意を得た。利用者、家族に対して、施

設として研究に参加していることを行っていることを、

施設内広報で、利用者や家族に周知した。また、参加観

察を行う際には、当日の利用者に対して研究者の自己紹

介をし、施設の様子を観察していることを説明した。

なお、本研究の実施にあたっては、平成16年度埼玉

県立大学倫理委員会の倫理審査を受け、承認を得た。

５．結果

１）研究対象施設の概要

本研究で対象となった施設は新興住宅地と農村が混在

する地域にあり、開設５年目の施設である。定員50名

（通所ケア20名、通所サービス30名）、１日の平均利用

者数40名。通所ケアと通所サービスで責任者は分けて

いるが、同じスタッフがケアを行っている。利用者の１

割程度が認知症老人の日常生活自立度判定でⅢのレベル

であった。

(1)事故発生の実態

この施設では、事故発生報告とひやりはっと報告が義

務付けられ、報告を出すことによって責任を問うのでは

なく、改善につなげるために小さな出来事であっても提

出することを徹底していた。調査実施日より過去３ヶ月

間において報告されたひやりはっと報告は７件であり、

その内訳は転倒転落２件、外傷２件、離設２件、その他

２件であった。

(2)スタッフの概要

調査票は通所部門の全スタッフ17名に配布し、16名

から回答が得られた（回収率94.1％）。調査票から得ら

れたスタッフの概要を表１に示す。

(3)スタッフの意識の概要　

スタッフは、事故に関する現状について、事故発生は

仕方がない、事故発生で困っているという思いの人が約

半数であり、８割の人は予防策をとって未然に防げてい

ると認識していた。一般的に施設の事故として多く見ら

れる転倒転落の事故について、約７割のスタッフがその

場に遭遇した経験があり、関心も高かった。事故報告書

の大切さもすべての人の認識になっていた。予防策を自

分なりにもっていたり、発生時の対応を十分知っている

人の割合は８割を超えた。

リスクマネジメントをチームで行うということに関し

て、チームを意識して決められた自分の責任を果たして

おり、約８割の人がほかのスタッフのカバーを心がけて

いると答えた。また、利用者や家族との対応に関して、

利用者とも家族とも良い関係を作ろうと心がけており、

家族へ利用者の細かい状況を伝え、またすべてのスタッ

フが家族との関係がリスクマネジメントと関係があると

職種 

項目 N=16 (%)

看護職 
介護職 
その他 

職種としての年数 
 

１年未満 
１年以上３年未満 
３年以上５年未満 
５年以上 

認知症をもつ高齢者ケアに関わった年数 
 

１年未満 
１年以上３年未満 
３年以上５年未満 
５年以上 

勤務形態 常勤 
非常勤 

4 (25.0) 
10 (62.5) 
2 (12.5)

4 (25.0) 
4 (25.0) 
5 (31.3) 
3 (18.7)

4 (25.0) 
2 (12.5) 
7 (43.8) 
 3 (18.7)

6 (37.5) 
10 (67.5)

表１　対象施設のスタッフの概要
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いう認識であった。

２）リスクマネジメントの視点

面接調査によって得られた逐語録と参加観察記録から

ラベル化された事柄は、112枚であった。分析の結果

［日々異なる人的環境］［家族とスタッフとの認識のずれ］

［利用者に関する情報の分断］［多様な利用者］［利用者

の健康状態の変化］［利用者にとって普段どおりの生活

かつ楽しみの場］［利用者数の維持］［スタッフのモチベ

ーション］の８つの視点が明らかになった。それぞれの

内容について説明する。

［日々異なる人的環境］ （ラベル数26）

デイケアの場においては、日によって利用者、利用者

数が異なり、スタッフも異なっていた。そのため、日々

デイケアの場における人的な環境は異なっていた。つま

り、一人の利用者にとっては利用するたびにともに過ご

す人的環境が異なる状況があった。利用者同士で気が合

い、共にすごしたい利用者同士で利用日を同じにしてい

る利用者もいる、という利用者にとって良い面も見られ

た。しかし日によって利用者数、介護度に偏りが見られ、

事故の発生が特定の曜日に集中している状況も見られた。

また、非常勤職員が多く、スタッフ間でカンファレン

スの時間が取れないこともあり、非公式にスタッフ間で

情報を共有している場面が見られた。

［家族とスタッフとの認識のずれ］ （ラベル数９）

施設管理者へのインタビューとスタッフの言葉の中か

ら、家族とスタッフとの認識のずれが明らかになった。

デイケアの目的は、利用者のケアだけでなく家族のレス

パイトであることもある。スタッフの認識としては専門

職として利用者をケアしたいという思いがあったが、家

族のほうは利用者がちょっと出かけているというもので、

認識の相違が生じている状況があった。

［利用者に関する情報の分断］ （ラベル数10）

利用者は身体状態が低下している高齢者であり、様々

な疾患を持っていた。しかし、この施設では医師の意見

書をもっておらず、疾患や身体状態について医師から情

報を得ることは困難であった。さらに、利用者の状況と

して身体状態や受けている治療に関して正確に語れる者

は少ない。施設スタッフとして正確な情報を得るために

家族と関わりをもとうとすることもあるが、送迎の短い

時間の関わりであること、連絡帳を使用するという工夫

をしても家族からは返事がない等、家族との連絡が困難

な状況があった。また家族と主に関わりをもち、サービ

ス利用前の状況をもっているのが生活相談員やケアマネ

ージャーであり、それらに携わる人々とうまく情報の共

有ができない状況もあった。

［多様な利用者］ （ラベル数14）

高齢者デイケアの利用者は、認知症をもたない者から

認知症が重度の者まで様々であり、また身体状態も様々

である。様々な利用者が同じ空間でともにすごすことで

生じるリスクもあった。例えば、糖尿病をもつ利用者は

間食を禁止されているが、他の利用者はお菓子を配って

他者との交流をもっており、糖尿病をもつ利用者にも配

っていた。スタッフがお菓子を配るのをやめるように伝

えても、それがやめられないという状況があった。また、

嚥下困難があり、食事中に咳嗽が頻回な利用者に対して、

他の利用者が近寄ることを避ける状況があり、利用者が

多い状況では、場所の確保が難しく、心地よい環境で食

事ができない状況があった。

［利用者の健康状態の変化］ （ラベル数20）

利用者の健康状態は様々で、その日の体調のように

日々変化するものもあったが、長期的に見た場合、衰退

の過程をたどることが予測される状況が見られた。例え

ば、施設内で歩行している際に息切れをしていたり、送

迎者に乗るために家から出たところでしりもちをついた

りする利用者がいた。

施設管理者への面接調査においては、利用中止の理由

として元々もっていた疾患が悪化したり、転倒などの事

故で骨折して入院したりといった長期的な健康状態の変

化についても語られた。

［利用者にとって普段どおりの生活かつ楽しみの場］

（ラベル数18）

デイケアの利用者にとって、デイケアの場は自宅を出

て他者との交流の場であった。ある利用者は、研究者に

対して「耳も遠いし、目も良く見えないけど、ここに来

ると誰かいるという雰囲気があって、それが楽しい」と

語り、何をしているわけでもなくとも、楽しそうにスタ

ッフのそばで過ごしている利用者もいた。また、小学生

のボランティアを見つめながら「かわいいねぇ」と目を

細めている利用者もいた。

しかし、一方で集団から離れて一人で静かに過ごした

いという利用者がいたり、施設外へ散歩に出かけようと

したり、禁煙したのにタバコをもらおうとしたり、お金

の貸し借りをしようとしたり、といった在宅での生活で
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はまったく問題にならないことが、施設内では問題とし

てとらえられている状況があった。

［利用者数の維持］ （ラベル数５）

デイケアは、利用者が固定している入所サービスとは

異なり、利用者が不満足を感じたり、健康状態に変化が

生じることで利用が中止となる場でもあった。管理者は

「利用者数を維持できなければ経営に影響する」と話し、

現場を担うスタッフに対しては、利用者が満足して、利

用を継続してもらえるケアを提供するように教育がなさ

れていた。

［スタッフのモチベーション］ （ラベル数10）

デイケアの場では、毎日利用者が異なり、また入浴を

希望する利用者が多く、多くのスタッフが入浴介助の業

務に当たることになり、利用者の生活に対して継続的に

関わることが困難な状況があった。また、非常勤の職員

が多く、働くスタッフが集まって施設内でおこる様々な

状況や対処しなければならない問題に対して、カンファ

レンスを持ったりする時間がとれない状況があり、スタ

ッフ間で情報を共有するためのノートを利用したりして、

工夫されていた。しかし、利用者がお菓子を持ってくる

ことに対して「注意はしなくっちゃいけないんですけど、

（利用者は）いけないってわかっていてもってきている

んです。気持ちはわかるし、私の（注意する）役割、嫌

な役割ですよね」と話し、施設内のルールと現状の調整

について、困っている様子のスタッフがいた。

得られた８つの視点を、マネジメントの方向に注目し

て整理すると、《利用者1人1人への注目》《利用者が

過ごす環境の調整》《利用者を取り巻く人々の連携》

《施設ケアの保証》の４つになった。（表２）

６．考　察

１）高齢者デイケアにおけるリスクマネジメントの視点

について

調査票の結果と面接調査の内容から、これまで施設に

おいて「リスク」と言われる転倒や誤嚥に対しては、対

処できていることがわかった。これは、入所サービスと

比較して利用者の利用時間が短いことや介護度・認知症

の程度が比較的軽いこと、生活が限定されているためリ

スクの焦点が定めやすいことによって、対策がたてやす

いことが要因として考えられる。

そのような状況の中で、質的な分析から高齢者デイケ

アの場における８つのリスクマネジメントの視点が示さ

れた。これらはリスクをマネジメントするための視点を

示すものであり、これらが直接的なリスクや、解決すべ

き問題を示すものではない。むしろ高齢者デイケアの現

状においては普段の状況であり、そこにリスクマネジメ

ントの視点があることが示された。これらは高齢者デイ

ケア特有のものであると考えられ、マネジメントの実践

にあたり、今回得られた８つの視点をもって現状の出来

事を省みることで、リスクマネジメントについて検討す

ることにつながるのではないかと考える。

２）高齢者デイケアにおけるリスクマネジメントのあり

方について

リスクマネジメントの視点を方向に注目して整理した

結果４つの方向が明らかになった。この方向には、視点

が対立することに対するマネジメントや重複して異なる

方向へのマネジメントが必要なことが示されていた。具

体的な例を用いて説明する。

(1)対立から調和へのマネジメント

ある利用者が施設に菓子を持ってきて、他の利用者に

配りながら楽しく過ごしていた。そのこと自体はリスク

となるものではない。しかし、施設内では、嚥下障害が

ある利用者や食事制限が必要な利用者など多様な利用者

がおり、その菓子を食べることで身体状態の悪化を招き

得る状況である。つまり、一利用者にとって普段どおり

の生活かつ楽しみの場を保証することが多様な利用者が

存在するデイケアの場では、同時に他の利用者のリスク

になるという対立が生じており、ここにマネジメントが

必要となる。本研究においては、リスクマネジメントを

単に事故への対策というのではなく、利用者が人間らし

く生きること、生活の質の向上が不可欠であるととらえ

ている。この対立に対して、菓子を持参する利用者の楽

しみを維持し、他の利用者の安全を守ることの調和を模

表２　リスクマネジメントの視点とマネジメントの方向
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索することが必要であると考える。

(2)複雑に絡み合うマネジメントの視点

上記の事例において、マネジメントが必要となるのは

それだけではない。スタッフは、菓子を持参する利用者

に「利用者の思いを尊重すること」と「利用者全体の安

全の保持」の間でジレンマが生じ、どう対応するかとい

う方針が立たなければ漫然と関わることになる。このよ

うな状況では、スタッフのモチベーションが低下するこ

とが推測され、質の高いケアを保証するためには、マネ

ジメントが必要となる。また、利用者においては入所し

ている環境とは異なり、満足できない状況や身体状態の

変化によって利用を中止することにもなる。それによっ

て施設にとっては利用者数の維持という経営面にも及ぶ

リスクが生じることになる。

このように、高齢者デイケアの日常でよく目にする場

面でも複雑に絡み合ったリスクが存在している。これを

紐解き、調和していくことがリスクマネジメントにつな

がると考える。

３）利用者と取り巻く環境をトータルにとらえたマネジ

メントについて

マネジメントの方向について図式化すると、図のよう

に考えられた。（図１)

デイケアにおけるリスクマネジメントは、利用者１人

１人に注目したケアを行いながら、利用者間、スタッフ

間、利用者とスタッフの間の調整を行い、さらに他部署

の人々や家族といった利用者を取り巻く人々と連携する

というものであった。これらは、施設ケアの保証によっ

て支えられているものであり、一方でこれらが施設ケア

を保証することになることが示唆された。

これは、利用者を中心にデイケア利用時に過ごす環境

とその先の生活を見据え、利用者を支えるケアの継続を

視野に入れたトータルにとらえたマネジメントを示して

いる。すなわち、デイケアにおけるリスクマネジメント

は、利用者を取り巻く人々、環境をトータルに捉えたマ

ネジメントの視点が必要であると考えられる。

デイケアにおいては、ケア時間が短いこと、認知症の

程度が入所施設と比較して低いことなどから事故の発生

は少ない状況がある。しかし、高齢者デイケアの場は、

流動的な場であり、入所者が固定している施設ケアとは

異なるリスクが存在していた。高齢者が１日１日を過ご

しながら、長期的には徐々に衰退する過程をたどる中で、

その日安全に快適に過ごせる、という調整だけでなく、

長期的な視点をもちつつ、利用者と関わる人々と連携す

ること、施設ケアを保証することがマネジメントとなる。

これは、高齢者デイケアにおけるリスクマネジメントの

特徴であると考えられる。

今回明らかになった内容は、実践現場では日常茶飯事

であり、それぞれの事柄についてはすでに施設の中で検

討されているようにも思われる。それを今後トータルに

とらえていくことが高齢者デイケアにおけるリスクマネ

ジメントの実践につながると考える。

７．結　論

高齢者デイケアにおけるリスクマネジメントの視点が

明らかになり、対立し、複雑に絡み合っているという特

徴があった。リスクマネジメントのあり方として、対立

や絡み合いを調和し、利用者および利用者を取り巻く環

境を含めてトータルにとらえてマネジメントしていくこ

とが必要であることが示唆された。

８．本研究の意義と限界、今後の課題

本研究では、１施設での現状から高齢者デイケアにお

けるリスクマネジメントの視点を明らかにし、そのあり

方を検討した。このことは、今後デイケアでリスクマネ

ジメントを実践していく上での手がかりになると考えら

れた。しかし、今回の結果は１施設の現状から明らかに

なったものであり、さらに検討を重ねる余地がある。

また、今回明らかになったリスクマネジメントの視点

は、高齢者デイケアにおいては一見当たり前のことで、

図１　マネジメントの方向の図式化
利用者１人１人に注目したケアを行いながら、利用者間、スタッフ間、
利用者とスタッフの間といった利用者が過ごす環境の調整を行い、さら
に他部署の人々や家族といった利用者を取り巻く人々と連携する。これ
らは、施設ケアの保証によって支えられているものであり、一方でこれ
らが施設ケアを保証することになることを示す。
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リスクとしてとらえられていない状況もあるように思わ

れた。現場においてリスクマネジメントを実践していく

上では、施設スタッフがリスクマネジメントの視点をも

って現状を省みることができるよう介入すること、利用

者および利用者を取り巻く環境を含めてトータルにとら

えたマネジメントの視点をもてるようにすることから始

めることが必要であると考える。
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